
　
こ
れ
は
、
縄
文
時
代
の
国
宝
出
土
地
で
あ
る
３
自
治
体
が
連

携
を
し
な
が
ら
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
活
用
し
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
実
現
し

た
も
の
で
す
。各
首
長
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
や
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
や
夢
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

森
町
長
の「
縄
文
文
化
を
地
域
に
伝
え
、世
界
に
発
信
し
て
い
き

た
い
考
え
」や「
国
宝
縄
文
の
女
神
を
舟
形
町
に
帰
ら
せ
て
あ
げ

た
い
想
い
」 

に
、
両
市
長
か
ら
も
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、 

ゲ
ス
ト
と
し
て
前
文
化
庁
長
官
の
青
柳
正
規

氏
が
特
別
参
加
さ
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
と
し
た
、 

国
宝
や
縄
文
文
化
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
提
言
や
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
自
治
体
間
で
の
更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
必
要
性
、

教
育
や
産
業
も
巻
き
込
ん
だ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
巡
回
展
な
ど

も
っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。」と
い

う
提
言
も
あ
り
、
今
後
の
更
な
る
連
携
強
化
を
確
認
し
懇
談
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
京
都
国
立
博
物
館
開
館
120
周
年
記
念

　
特
別
展
覧
会「
国
宝
」

　
10
月
３
日
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
の
う
ち
４
分

の
１
近
く
に
あ
た
る
210
件
を
集
め
た
特
別
展
覧
会
「
国
宝
」
が
、

京
都
国
立
博
物
館
で
開
幕
し
ま
し
た
。絵
画
や
彫
刻
、
工
芸
、
書

跡
な
ど
の
名
品
が
一
堂
に
会
す
る
と
あ
っ
て
、
開
場
前
に
約
370

名
が
行
列
を
作
り
、多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、

「
縄
文
の
女
神
」を
含
む
縄
文
時
代
の
国
宝
６
点
の
う
ち
、
３
市

町
か
ら
出
土
し
た
４
点
の
縄
文
国
宝
が
初
め
て
一
堂
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。11
月
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
縄
文

の
女
神
、火
焔
型
土
器
の
展
示
は
10
月
29
日
ま
で
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
京
都
国
立
博
物
館

　
☎
０
７
５（
５
２
５
）２
４
７
３（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　
縄
文
文
化
を
地
域
に
伝
え
　
世
界
に
発
信

　
今
回
の
展
示
を
記
念
し
、
京
都
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
京
都
で
、山
形
県
舟
形
町
、長
野
県
茅
野
市
、新
潟
県

十
日
町
市
の
首
長
に
よ
る
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新潟県十日町市　関口　芳史 市長
前文化庁長官　　青柳　正規 氏
長野県茅野市　　柳平千代一 市長
山形県舟形町　　森　　富広 町長
　　　　　　　　　　　（左から）

火焔型土器　　（新潟県笹山遺跡出土）
縄文のビーナス（長野県棚畑遺跡出土）
仮面の女神 　　（長野県中ツ原遺跡出土）
縄文の女神 　　（山形県西ノ前遺跡出土）
　　　　　　　　　　　　　　（左から）

縄
文
国
宝
自
治
体
首
長
懇
談
会

縄文国宝

京都国立博物館  開館120周年記念  特別展覧会

お
も

｜広報ふながた 29.1011 広報ふながた 29.10｜10

（左上から時計回りに）時雨螺鈿鞍 東京・永青文庫 ［Ⅰ・Ⅱ期］、
風神雷神図屏風（部分）俵屋宗達筆 京都・建仁寺 ［Ⅰ・Ⅱ期］、金印 福岡市東区志賀島出土 福岡市博物館 ［Ⅲ期］、
青磁鳳凰耳花入 銘 万声 大阪・和泉市久保惣記念美術館 ［Ⅰ・Ⅱ期］、土偶（縄文の女神）山形県西ノ前遺跡出土 山形県（山形県立博物館保管） ［Ⅰ・Ⅱ期］、
伝源頼朝像（部分） 京都・神護寺 ［Ⅲ・Ⅳ期］ ※以上すべて国宝


